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要旨 
本研究は，ダンスの授業を通して対人関係における心理的変容を検討した。対象は女子大学生１年生 187 名，ダンスの授業
を 7 回実施した。授業前後において，心理尺度であるコミュニケーションスキル尺度，友人関係測定尺度，共感性尺度の質問
紙調査およびダンスの好嫌・経験の有無について回答を求めた。結果，授業後では，コミュニケーションスキル，友人関係の
意識に有意な得点の上昇が確認された。共感性は，ダンスの好嫌では有意な得点の上昇は確認されなかった。以上から，ダン
スの授業において，ダンスの好嫌・経験の有無にかかわらず，コミュニケーションスキルや友人関係への意識は，肯定的な心
理的変容をもたらすが，共感性の向上には，ダンスの経験の有無のみが影響することが示唆された。
Ⅰ．問題と目的 
人と人がかかわり合う時，相手の考えや気持ちを読みと
りうまく関係を結ぶことは，社会生活を営むうえで非常に
重要である。しかし，昨今，青年の友人関係において様々
な指摘がなされている。 
2016 年に行われたベネッセ教育総合研究所の大学生の
学習・生活実態調査から谷田川（2018）1 は，「大学生の 4
割以上の学生は，友達と SNS や LINE でつながり合い，
お互いの行動を把握し合う関係を築いている。そして，約
半数の学生が友達と話が合わないと不安になるを占め，気
遣い合う人間関係を作っている」という。土井（2008）2
は，「現代の若者たちは，互いに傷つく危険を避けるため
に，コミュニケーションへ没入し合い，その過剰同調にも
似た相互協力によって，人間関係をいわば儀礼的に希薄な
状態に保っている」という。このように，現代の若者は，
友達とのコミュニケーションを行うなかで，傷つけ合うこ
とを避けて表面的な付き合いにとどまり，気遣いながら友
人関係を維持していこうとする傾向がうかがえる。
このように，ネット社会の影響等現代社会特有の問題は
あるが，「友人とのつながりは，彼らにとって人とのかか
わりを通して自己を成長させ，集団の中で生きる術を身に
つける重要な役割を持っている 3」ため，望ましい人間関
係を構築することは重要である。久米（2001）4 は，「現実
にかかわることが可能な存在としての友人をもつことが，
青年期における自己の安定に重要な役割を果たす」と述べ
ている。これは，友人と実際にかかわることのできる直接
的なコミュニケーションが重要であることを示唆している。 
文部科学省（2011）5 によれば，子どもに至っても「気
の合う限られた集団の中でのみコミュニケーションをと
る傾向やインターネットを通じたコミュニケーションが
子ども達に普及している一方，外遊びや自然体験等の機会
の減少により，身体性や身体感覚が乏しくなっていること
が，他者との関係づくりに負の影響を及ぼしている」こと
を指摘している。文部科学省は対応策として，諸外国で成
果をあげている芸術表現体験活動を取り入れたコミュニ
ケーション力を育むための演劇・ダンス等のワークショッ
プ型の授業を展開する事業を実施した。その結果，他者認
識，自己認識の力の向上，伝える力の向上，自己肯定感と
自信の醸成などの効果が見られたことを報告している。  
山崎（2015）6 は，歌唱とダンスを中心とするワークシ
ョップへの参加が向社会的特性との関係を検討するため
に，共感性や自尊感情，個人志向性・社会志向性に及ぼす
影響を質問紙調査によって検討した。結果，ワークショッ
プへの参加が，多次元的共感性尺度によって測定される共
感性を有意に高めたことを明らかにしている。高まった理
由として，「集団での歌唱やダンスでは，他者に注目しつ
つ，他者と体の動きや発声を同期させていくことが共感性
を高めた可能性がある」と述べている。また，ワークショ
ップへの参加が自尊感情や肯定的な個人志向性を高める
ことが示され，「ワークショップでの様々な課題の達成や
行動への称賛といった肯定的な体験がこうした自己への
肯定的態度の促進に寄与したのではないか」と述べている。 
一方，学校教育での体育科に位置付けられたダンスの授
業は，「イメージをとらえた表現や踊りによる交流を通して
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仲間とのコミュニケーションを豊かにすることを重視する
運動 7」である。これらから，ダンスのワークショップであ
れ授業であれ，他者と身体の動きを通した交流は，自己や
他者への気づきをもたらし，豊かなコミュニケーションを
育む上で意義あることと考える。 
ここで確認しておきたいことは，ダンスにおけるコミュ
ニケーションとはどのように捉えられているのかという
ことである。柴（2018）8 は，｢舞踊におけるコミュニケー
ションは，身体の動きが生み出す多義的で主観的な情報伝
達を行うもので，人間の感性に働きかける感性的コミュニ
ケーションである｣と述べる。つまり，ダンスでのコミュ
ニケーションは，相手と身体を媒介として互いに相手の感
情を感じ，やりとりする行為であるといえる。 
塚本（2002）9 は，大学でのダンス授業の目的性を学生
の自己評価を通して検討した結果，ダンスの創る,踊る,観
るという作品の創作過程でコミュニケーションの大切さ
に気づき，表現する側・観る側に「表現-受容」の手応え
が双方に満足感を与えていることを明らかにした。さらに，
お互いの異なりを認め,「自己の内面」に気づき,｢自己｣や
「他者｣とのコミュニケーションを意識するようになった
ことを示唆した。中野・岡田（2012）10 は，大学生を対象
に，即興ダンスの授業を導入し，受講者のダンスや表現活
動を通して意識がどのように変化したのかといった点か
ら実証的に検討した。質問紙や感想文から，他者とのコミ
ュニケーションに自信を抱くようになったこと，人前に立
つことに慣れ表現活動に対する抵抗感が和らいだことを
挙げている。このような受講者の心理的変化をもたらした
要因として，自分自身や他者，自分の外側に広がる環境と
「対話」すること，自分自身の身体の声や相手や環境を
様々な視点から，まず「受けとる」という姿勢を持つこと
が一因であることを報告している。 
これらの先行研究からいえることは，ダンスは身体を通
して，自己肯定感や共感性などの自己の内面の成長をもた
らし，さらに，他者への気づきとともに，他者とのコミュ
ニケーションには，相手を受容することの必要性を明らか
にしている。このように，ダンスを通して自己や他者，コ
ミュニケーションにおける心理的側面について様々な知
見を得ている。しかし，その方法として，質問紙や感想な
ど質的に検討したものが多く，客観的に心理尺度で検討し
たものは少ない。また，心理尺度で検討したものの多くは
自己の変容等で，例えば池田・豊田（2009）11 の気分，高
橋・山本（2016）12 のレジリエンス，金・眞﨑（2015）13
の自尊感情などがある。 
そこで本研究は，大学でのダンスの授業における対人関
係に着目し，心理尺度を用いて量的に検討する。そして，
先行研究から得られた結果から，ダンスを通して対人関係
の意識が肯定的に変容するという仮説を前提とする。さら
に，どのような意識やスキルが向上するのかを明らかにす
る。ここで，対人関係を測るための総合的な能力である杜
会的スキルについて説明しておく。このスキルは，「コミ
ュニケーションに関わるスキルと，対人関係を開始・維持
したり，対人場面での問題を処理したりするために必要な
スキルである 14」。また，「人間が社会生活を営む中では，
対人関係における共感が中心となり，感情コミュニケーシ
ョンが主題となっている 15」。これらは相互に関連してい
る能力である。したがって，対人関係に着目した心理的な
変容を検討するにあたって，コミュニケーションスキル，
友人関係の意識，共感性に着目する。 
Ⅱ．方法 
（1）調査対象 
本授業は，Ａ女子大学教育学科 1 年生 195 名を対象に
行い，質問紙の回答が得られた 187 名を分析対象とした。
（2）実施期間 
20XX 年 10 月～20XX＋1 年 1 月
体育の授業の内，筆者が担当しているダンスの授業の実
技 7 回を対象とした。
（3）授業内容 
ダンスの授業の目標および内容は表 1 に示した。導入で
は，心身をほぐしダンスへの抵抗感を和らげ，楽しんで踊
る雰囲気を作るために遊びの要素も取り入れた。また，グ
ループ活動を中心とし，かかわり合える内容を意図的に数
多く取り入れた。授業内容は，即興的作品創作 2 回，即
興表現 13 回，リズムダンス 6 回，民謡ソーラン節 1 回，
レポート作成 1 回であった。
（4）調査内容 
①対象者の基本属性（ダンスの好嫌，ダンスの経験の有無）
のアンケート調査 
アンケート調査では，「ダンスの好嫌」（授業前後），「ダ
ンスの経験の有無」（授業前）について調査した。 
②各尺度の質問紙調査
この調査は初回の授業日と最終日の 7 回目に実施した。 
1）コミュニケーションスキル尺度 
藤本・大坊（2007）16 が作成したコミュニケーションス
キル尺度 ENDCOREs を用いた。「自己統制」「表現力」「解
読力」「自己主張」「他者受容」「関係調整」の 6 つのスキ
ルからなる。この 6 つを「基本スキル」「対人スキル」の 2
階層に分け，さらに「表出系」「反応系」「管理系」の 3 系
統に整理している。今回使用したのは，「表現力」「他者受
容」「関係調整」の 3 つのスキルである。
2）友人関係測定尺度 
吉岡（2001）17 が作成した友人関係測定尺度を用いた。
こうあってほしいと思う理想の友人関係や，日頃の友人と
の付き合い方について尋ねるもので，「自己開示・信頼」「深
い関与・関心」「共通」「親密」「切磋琢磨」の 5 つの下位
尺度で構成されている。今回使用したのは，「自己開示・
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信頼」「深い関与・関心」である。 
3）共感性尺度 
鈴木・木野（2008）18 が作成した多次元共感性尺度 
(MES) を用いた。この尺度は，認知・情動の次元に加え，
他者指向性・自己指向性という指向性の弁別を重視して作
成された共感性尺度である。「被影響性」「他者指向的反応」
「想像性」「視点取得」「自己指向的反応」の 5 つの下位尺
度で構成されている。今回使用したのは，他者に焦点づけ
られた情緒反応を示す「他者指向的反応」である。 
これらの尺度の質問内容には，「とてもあてはまる」は 4，
「だいたいあてはまる」は 3，「あまりあてはまらない」 
は 2，「まったくあてはまらない」は 1 とする 4 件法で行
い，この数字を得点化した。それぞれの尺度の質問紙調査
の項目については表 2 に示した。 
（5）倫理的配慮 
学生には，質問紙調査の意味と目的を説明し,実施の同
意を得た。この調査は成績には関係がないこと，個人情
報は守られること，結果の公表に同意したくない人はし
なくてもいいことを伝えた。 
 
表 1 ダンスの授業の目標および内容 
回 授 業 の 目 標 お よ び 内 容 
１ 
フロアエクササイズ 1（基本ステップを学ぶ） 
目
標 
さまざまな基本ステップを知るとともにリズムに合わせて楽しく踊る。 
友達とかかかわりながらダンスを楽しむ。 
内
容 
シェーハ 
 
頭の前に両手で山を作り，「シェーハ！」のかけごえで両手を山の斜面に沿って斜めに
おろす。3 つの動作の内「ハッ！」でリーダーと同じ動作になった人はアウト。 
名探偵ゲーム 鬼になった人のマネを全員でやり，名探偵は誰が鬼なのかを当てるゲーム。 
ミラーリング 即興で表現した友達の動きをまね合う。まねする人とされる人が交代しながら行う。 
基本ステップとリズムダンス ダンスの基本ステップを身につけ，今後のリズムダンスに活かす。サイド・ボックス・
ツーステップ・ツイスト・キックとその応用。音楽にのって簡単な振り付けを踊る。 
２ 
フロアエクササイズ 2（コミュニケーションを高める動きを学ぶ①） 
目
標 
リズムにのって体を動かしながら，仲間と共に踊る楽しさや喜びを味わいコミュニケーションを深める。 
内
容 
出会ってコミュニケーション 指示された人数で集まる。出会った人でグループになりコミュニケーションを行う。 
エアボール・エア縄跳び ボールや縄がまるであるかのようにキャッチボールや縄跳びをする。 
リズムダンス みんなでリズムにのって踊る 
３ 
フロアエクササイズ 3（コミュニケーションを高める動きを学ぶ②） 
目
標 
リズムにのって体を動かしながら，仲間と共に踊る楽しさや喜びを味わいコミュニケーションを深める。 
 
内
容 
 
棒でコミュニケーション 棒を落とさないように移動する。次にリズミカルに棒を倒さないように隣に移動する。
人間パズル パズルのように，相手のポーズにはまるようにポーズをつけていく。 
ミラーリング 即興での自由な表現をグループで互いにまねし合う。 
リズムダンス みんなでリズムにのって踊る。 
４ 
リズムダンス 1（即興表現の方法を学ぶ①） 
目
標 
・表したいテーマからイメージをとらえ即興的に表現する。 
・リズムにのって全身で踊ることや仲間と共に踊ることを楽しむ。 
内
容 
だるまさんの一日 鬼はお題を出し，だるまさんはイメージに合う動きを即興で表現する。 
お誕生月の仲間とその他即興
表現 
自分の誕生月を即興で表現し，互いにその月を当てっこする。その他，さまざまなお題
の動きを即興で表現する。 忍者，綱渡り，強風に立ち向かう，感情等 
動く人間彫刻 グループでテーマからイメージに合うものを 8 分間で即興的に創作する。（宇宙･台風･
シンクロ･感情） 
リズムダンス みんなでリズムにのって楽しみながら踊る。特に動きの工夫の仕方も理解しながら踊
る。 
５ 
リズムダンス 2（即興表現の方法を学ぶ②） 
目
標 
・表したいテーマからイメージをとらえ即興的に表現する。 
・リズムにのって全身で踊ることや仲間と共に踊ることを楽しむ。 
内
容 
出会ってコミュニケーション リーダーの指示の人数に集まり，グループで動きながらコミュニケーションを行う。 
ミラーリング 即興での自由な表現をグループ内で互いにまねし合う。 
動く人間彫刻 
 
グループでテーマからそのイメージに合うものを 8 分間で即興的に創作する。1)クラス
のテーマ(遊園地) 2)グループテーマ（ジェットコ―スター・メリーゴーランド等） 
リズムダンス みんなでリズムにのって楽しみながら踊る。 
 
６ 
リズムダンス 3（リズムにのって楽しく踊る） 
目
標 
リズムにのって思いっきり体を動かすとともに仲間と共に踊る楽しさや喜びを味わう 
内
容 
ミラーリング 自由な表現をグループ内で互いにまねし合う。 
ソーラン節 ソーラン節  日本の民謡に触れる。漁師のイメージで力強く踊る 
７ 
リズムダンス 4 とまとめ 
目
標 
・今まで学んだことを活かしながら，みんなでリズムにのって楽しみながら踊る。 
・これまでの授業で学んだことをしっかり振り返る。 
内
容 
リズムダンス みんなでリズムにのって踊る。 
レポート作成 これまでの授業を振り返りながらレポートにまとめる。 
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表 2 各尺度の下位尺度および項目・項目内容 
尺度 下位尺度 項目 項 目 内 容
コミュニケー
ションスキル
尺度 
表現力 
表出系 
基本スキル 
自分の感情や気持ちといった情緒的な
面の表出 
自分の考えを言葉でうまく表現する 
自分の気持ちをしぐさでうまく表現する 
自分の気持ちを表情でうまく表現する 
自分の感情や心理状態を正しく察してもらう 
他者受容
反応系 
対人スキル 
集団において互いに相手の意見や立場
に共感・尊重する 
相手の意見や立場に共感する 
友好的な態度で相手に接する 
相手の意見をできるかぎり受け入れる 
相手の意見や立場を尊重する 
関係調整
管理系 
対人スキル 
人間関係の中で人との関係を調整する 
人間関係を第一に考えて行動する 
人間関係を良好な状態に維持するように心がける 
意見の対立による不和に適切に対処する 
感情的な対立による不和に適切に対処する 
友人関係測定
尺度 
自己開示・ 
信頼 
相手に自己開示ができるという内容 
相手への信頼感を表す内容 
自分の素直な感情・態度を示すことができる 
何でも話し合うことができる 
考えたことや感じたことを正直に話すことができる 
互いに弱い部分を見せ合うことができる 
相談し合うことができる 
自分の嫌なところを見せることができる 
隠し事をしなくてもよい 
心を許すことができる 
自分のことをよくわかってくれる 
深い関与・ 
関心 
お互いに深く関わっている関係を表す，
相手への関心を必要とする内容 
将来の夢や希望について話し合う 
まじめな話ができる 
互いに励まし合うことができる 
相手にいつも関心を持つことができる 
共感性尺度 
他者指向
的反応 
他者に焦点づけられた情緒反応を示す 
悩んでいる友だちがいても，その悩みを分かち合うこ
とができない ＊ 
他人が失敗しても同情することはない ＊ 
悲しんでいる人を見ると，なぐさめてあげたくなる 
人が頑張っているのを見たり聞いたりすると，自分に
は関係なくても応援したくなる 
まわりに困っている人がいると，その人の問題が早く
解決するといいなあと思う 
注）＊は逆転項目
Ⅲ．結果 
（1）調査対象者の基本属性 
授業前後で行ったアンケート結果のダンスの好嫌・経
験の有無の人数と割合を以下に示した（表 3）。対象者の
187 名の内，授業前では，ダンスが好きな学生は 131 名
（約 70％），ダンスが嫌いな学生は 56 名（約 30％）で，
ダンスが好きな学生の方が多かった。経験の有無は，経
験不明の 2 名を除き，185 名中ダンスの経験がある学生
は，131 名（約 71％），ダンスの経験がない学生は 54 名
（約 29％）であり，経験のある学生の方が多かった。
授業後では，ダンスが好きな学生が 166 名（89％）と
増加し，ダンスが嫌いな学生は 21 名（11％）と減少し，
ダンスが嫌いから好きに転じた学生が半数程度いた。授 
業前後でダンスが好きな学生（ダンスが好きな群），嫌い 
な学生（ダンスが嫌いな群）について連関性を見るため
にカイ 2 乗検定を行ったところ，授業後にダンスが好き
な学生が有意に増加したことが示された（χ2(1)= 24.12 , 
p＜.001）（表 4）。
（2）心理尺度における検討 
①ダンスの好嫌，経験の有無の授業前後における分散分
析結果
次にダンスが好きな群・嫌いな群と授業前後において
2 要因混合計画による分散分析を行った（表 5 参照）。授
業後では，コミュニケーションスキル尺度の「表現力」
「他者受容」「関係調整」，友人関係測定尺度の「自己
開示・信頼」「深い関与・関心」は有意に得点が上昇し
表 3 授業前のダンスの好嫌・ダンスの経験の有無 人（％）
ダンスが好き ダンスが嫌い
（n＝131）  （n＝56） 
経験あり 経験なし   経験あり 経験なし
106（81％）  23（18％）   25（45％）  31（55％） 
注）経験不明が 2 名，いずれもダンスが好きである
表 4 授業前後のダンスが好き・嫌いの人数の変化 人（％）
授業前
（n＝187） 
授業後
（n＝187） χ2 値 
ダンスが好きな群 131（70％） 166（89％）
24.12***
ダンスが嫌いな群 56（30％） 21（11％）
***p＜.001
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た。しかし，共感性尺度の「他者指向的反応」は有意な
差は見られなかった（表現力：F（1, 185）＝95. 33, p
＜. 001，他者受容：F（1, 185）＝111. 38, p＜. 001，関
係調整：F（1, 185）＝61. 40, p＜. 001，自己開示・信
頼：F（1, 185）＝53. 29, p＜. 001，深い関与・関心：F 
（1, 185）＝47. 69, p＜. 001）。交互作用は全ての項目で
見られなかった。群間の差は，コミュニケーションスキ
ル尺度の「他者受容」と友人関係測定尺度の「深い関与・
関心」において，ダンスが好きな群が有意に得点が高か
った（他者受容：F（1, 183）＝7. 23, p＜. 01，深い関
与・関心：F （1, 183）＝5. 11, p＜. 05）。
ダンスの経験の有無（経験がある群・経験がない群）
では，コミュニケーションスキル尺度の「表現力」「他者
受容」「関係調整」，友人関係測定尺度の「自己開示・信
頼」「深い関与・関心」共感性尺度の「他者指向的反応」
のすべてにおいて，授業後に得点が有意に上昇した。交
互作用は全ての項目で見られなかった。（表現力：F（1, 
183）＝103. 16, p＜. 001，他者受容：F（1, 183）＝111. 
45, p＜. 001，関係調整：F（1, 183）＝63. 39, p＜. 001，
自己開示・信頼：F（1, 183）＝55. 89, p＜. 001，深い
関与・関心：F（1, 183）＝48. 09, p＜. 001，他者志向
的反応（1, 183）＝5. 77, p＜. 05）。群間の差は，コミュ
ニケーションスキル尺度の「表現力」と友人関係測定尺
度の「自己開示・信頼」「深い関与・関心」において，経
験がある群が有意に得点が高かった（表現力：F （1, 183）
＝14. 48, p＜. 001，自己開示・信頼：F （1, 183）＝3. 89, 
p＜. 05, 深い関与・関心：F （1, 183）＝4. 39, p＜. 05）。
（表 6 参照）
②各尺度の下位尺度間における相関係数
各尺度間の相関を調べるため，各尺度の下位尺度得点
を用いて pearson の相関係数を求めた（表 7）。その結果， 
「共感性」と「表現力」「自己開示・信頼」以外はいずれ
も 1％水準の有意な正の相関（r＝0.27～0.63）が見られ
た。そのうち，「他者受容」と「関係調整」，「深い関与・
表 5 ダンスが好きな群・嫌いな群の各尺度得点の平均値（標準偏差）の分散分析結果 
ダンスが好きな群 ダンスが嫌いな群 
(n ＝131） (n ＝56）
授業前 授業後 授業前 授業後 群 時期 交互作用 
コミュニケー
ションスキル
尺度 
表現力 
2.77 
（0.49） 
3.16 
（0.51）
2.63 
（0.52）
3.04 
（0.54） n.s. 
95.33*** 
授業前＜授業後
n.s. 
他者受容 
3.37 
（0.42） 
3.71 
（0.37）
3.20 
（0.41）
3.58 
（0.45）
7.23**
好き＞嫌い
111.38*** 
授業前＜授業後
n.s. 
関係調整 
3.20 
（0.49） 
3.49 
（0.44）
3.10 
（0.38）
3.41 
（0.50） n.s. 
61.40*** 
授業前＜授業後
n.s. 
友人関係測定
尺度 
自己開示・信頼 
2.88 
（0.43） 
3.21 
（0.51）
2.83 
（0.59）
3.08 
（0.61） n.s. 
53.29*** 
授業前＜授業後
n.s. 
深い関与・関心 
3.36 
（0.43） 
3.66 
（0.41）
3.25 
（0.55）
3.50 
（0.47）
5.11* 
好き＞嫌い
47.69*** 
授業前＜授業後
n.s. 
共感性尺度 他者指向的反応 
3.39 
（0.39） 
3.47 
（0.40）
3.36 
（0.48）
3.37 
（0.43） n.s. n．s． n.s.
（ ）は標準偏差 ***p＜.001  **p＜.01  *p＜.05
表 6 ダンスの経験がある群・ない群の各尺度得点の平均値（標準偏差）の分散分析結果 
ダンスの経験がある群 ダンスの経験がない群
(n＝130） (n＝55） 
授業前 授業後 授業前 授業後 群 時期 交互作用
コミュニケー
ションスキル
尺度 
表現力 
2.82 
（0.49） 
3.18 
（0.50） 
2.50 
（0.45） 
2.99 
（0.53） 
14.48*** 
ある＞ない 
103.16*** 
授業前＜授業後 
n.s. 
他者受容 
3.34 
（0.40） 
3.69 
（0.39） 
3.23 
（0.45） 
3.62 
（0.44） n.s. 
111．45*** 
授業前＜授業後 
n.s. 
関係調整 
3.21 
（0.47） 
3.50 
（0.44） 
3.07 
（0.43） 
3.40 
（0.51） n.s. 
63．39*** 
授業前＜授業後 
n.s. 
友人関係測定
尺度 
自己開示・信頼
2.90 
（0.48） 
3.21 
（0.53） 
2.77 
（0.50） 
3.06 
（0.58） 
3.89* 
ある＞ない 
55.89*** 
授業前＜授業後 
n.s. 
深い関与・関心
3.36 
（0.46） 
3.65 
（0.41） 
3.24 
（0.49） 
3.51 
（0.47） 
4.39* 
ある＞ない 
48.09*** 
授業前＜授業後 
n.s. 
共感性尺度 他者指向的反応
3.38 
（0.40） 
3.42 
（0.41） 
3.38 
（0.47） 
3.49 
（0.42） n.s. 
5.77* 
授業前＜授業後 
n.s. 
（ ）は標準偏差 ***p＜.001  *p＜.05
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関心」は，0.63，「自己開示・信頼」と「深い関与・関
心」は，0.60 と中程度の相関がみられた。また，「他者
受容」と「関係調整」，「深い関与・関心」はすべての
下位尺度の項目と関連があることが示された。 
表 7 各尺度項目の相関分析の結果 
表現力 他者受容 関係調整
自己開示
信頼 
深い関与 
関心 
他者指向
的反応 
コミュニケーション
スキル尺度 
表現力 － 0.42** 0.44** 0.51** 0.32** 0.06 
他者受容 － 0.63** 0.45** 0.48** 0.42** 
関係調整 － 0.43** 0.41** 0.27** 
友人関係測定尺度 
自己開示・信頼 － 0.60** 0.14 
深い関与・関心 － 0.35** 
共感性尺度 他者指向的反応 － 
**p＜.01
Ⅳ．考察 
本研究では，ダンスの授業を通して，大学生の対人関
係の意識が向上することを前提として，心理的変容につ
いて検討することであった。 
 今回実施したダンスの授業では，授業後にダンスの好
嫌・経験の有無にかかわらず，コミュニケーションスキ
ル尺度の「表現力」「他者受容」「関係調整」および友人
関係測定尺度の「自己開示・信頼」「深い関与・関心」の
すべてのスキルで 0.1％水準で得点が有意に上昇した。
共感性尺度については，経験の有無にかかわらず得点が
有意に向上したが，ダンスの好嫌は，有意な得点の上昇
は見られなかった。しかし，仮説は概ね支持され，ダン
スの授業が，学生たちの対人関係における心理的変容に
肯定的な影響を及ぼしたことが示唆された。 
本研究で行ったダンスの全授業内容（23）の内，自由
な即興的表現の内容である即興表現，即興的作品創作
（15）が全体の約 7 割を占め，学生たちは豊富に即興的
表現を経験した。コミュニケーションスキルの「表現力」
は，「自分の感情や気持ちといった情緒的な面の表出」を
意味しており，「自分の気持ちをしぐさでうまく表現す
る」「自分の気持ちを表情でうまく表現する」等の項目内
容がある。自由な表現を数多く経験する中で「表現力」
を発揮し，情緒的な面の表出をしたことが「表現力」の
向上に影響を与えたと推測できる。この「表現力」は他
のスキルに比べ，大学 1 年生では低くやや安定性に欠け
るといわれているが，年齢が上がるに伴って獲得される
という 19。他の項目と比較すると，やはり得点が最も低
かった。今回，「表現力」を高めることができたことは，
非常に有用であると考えられる。 
対人スキルである「他者受容」は，「集団において互い
に相手の意見や立場に共感・尊重する」スキルである。
他者を受容することは自分が受容されることと表裏一体
であると思われる。村田（2000）20 は「ダンス学習は心
身の解放なくしては成立しない。言い換えれば，『踊る
からだが自由であること』『そこにいる集団が何でも受
容し認められる自由な空間であること』を前提として，
初めて自発的な踊る行為と表現する個性的な行為が実現
する」と述べる。これらは，踊る・表現する行為は，受
容し認められる自由な空間があることが前提であること
を示している。言い換えれば，ダンスの授業は，他の学
生の目を気にして，自分を思いっきり表現できない空間
であれば，他者を受容したり認めたりする経験も乏しく
なり，踊る・表現する行為へとつながりにくいと考える。 
対人スキルの「関係調整」は，集団内の人間関係およ
びコミュニケーションに働きかける能力である。この因
子は，「ソーシャル・スキルに最も近接し，円滑な社会
的相互作用を行う上で土台となるスキルである 21」。ま
た，「人間関係を重視したり維持したりする社交性や親
和欲求といった性向と関連性が強いスキルも含まれてい
るため，技術習得のように急速に向上することはない 22」
という。先にも述べたが，大学生の集団内の人間関係は，
互いに傷つく危険を避けるために，希薄な状態を保って
いる等，友人関係における揺らぎが見られる。しかし，
急速に向上することはないという人との関係を調整する
「関係調整」が高まったことは価値あることといえる。 
 このようにコミュニケーションスキルが高まった要因
の一つに，グループ活動が影響していた可能性が考えら
れる。コミュニケーションは，「チームワーク要素の１つ
であるとともに根幹をなすものでもあると捉えることが
できる 23」という。また，グループは，「毎回流動する他
者と向き合い『一人でできない動き』によってより立体
的で表現的な他者との関わりを探求する活動であり，群
でのダイナミックな表現につながる 24」とされる。今回
のダンスの授業で考えると，例えば，「動く人間彫刻」と
いう即興的作品創作では，学生たちはグループ内で互い
の異なるイメージを出し合いながら瞬時に意見をまとめ
動きを創っていた。そこでは，必然的にかかわらざるを
得ない状況で多様な動きが創造されていた。そこでのや
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りとりや動きの共有が友達とのより良い関係を構築する
きっかけになったのではないかと思われる。次に，先に
も述べたように，学生たちは，授業において即興表現を
豊富に体験した。これも要因の一つであると考える。学
生同士がかかわる内容が多かった即興表現は，瞬時に相
手の気持ちや感情を感じ合いながら，動きやリズムを合
わせ動きを共有しながら行うものである。村田･吉久
（1994）25 は，即興表現がコミュニケーション力を高め
る効果があることを報告しているが，今回のダンスの授
業においても一致した結果となった。 
 次に，いずれの得点も有意に上昇した友人関係の「自
己開示・信頼」は，相手に自己開示ができる・相手への
信頼感を表す内容であり，「深い関与・関心」では，お
互いに深く関わっている関係を表し相手への関心を必要
とする内容であった。白井（2006）26 は，「友人関係の
親密さのためには 自己開示が重要であること，相手と同
様の親密さを発信すれば関係が維持できる」という。コ
ミュニケーションスキルの「関係調整」においても，人
間関係を重視したり維持したりするという内容が含まれ
ていることから，これらのスキルは関連していると考え
られる。さらに，「自己開示」は，共感性以外のすべての
スキルの相関において 0.43～0.60（p＜.01）と中程度の
相関も見られていることから，コミュニケーションスキ
ルがこの授業を通して改善されたことにより，それと関
連のある友人関係測定尺度の「自己開示・信頼」も変容
したと考えられる。同様に，「深い関与・関心」は全て
のスキルと相関があった。とりわけ，「関係調整」「他
者受容」「自己開示・信頼」において 0.41～0.60（p＜.01）
と中程度の相関が見られたことにより，それと関連のあ
る「深い関与・関心」も変容したと考えられる。 
次にダンスの好嫌，経験の有無による得点変化の各尺
度得点の分散分析結果から考察する。 
ダンスの好嫌では，ダンスが好きな群が，コミュニケ
ーションスキル「他者受容」および友人関係測定尺度の
「深い関与・関心」において，ダンスが嫌いな群より有
意に得点が高かった。差が大きかった「他者受容」は，
ダンスが好きな群が他のスキルと比較して授業後に得点
が最も高くなった。ダンスが好きな学生は，好きなゆえ
に心身を開放して思いっきり踊ることを楽しみ，積極的
に活動するなかで，友好的な態度で接したり相手の意見
を受け入れたりするなど，ポジティブな態度であったこ
とが予想され，それが嫌いな学生に比べて高くなった可
能性が考えられる。 
一方で，共感性において，今回調査の対象であった他
者指向性に対する認知と情動の反応である「他者指向的
反応」では，ダンスの好嫌において有意な得点の上昇は
見られなかった。しかし，ダンスの経験の有無において
は，授業後に得点が有意に上昇した。本授業において，
共感性の向上には，ダンスの経験の有無は関係するが，
ダンスの好嫌は影響しないことが考えられた。ダンスが
嫌いな群は共感性の得点が授業後において 0.01 点のみ
の上昇に過ぎなかった。ダンスが嫌いであった学生は，
授業後に好きに転じている学生もいるが，授業後に今回
の得点にとどまったことは，この結果の影響要因の検証
が必要である。前述した山崎の研究では，他者と体の動
きや発声を同期させていくことが共感性を高めた可能性
を示唆している。しかし，今回，共感性と関連があると
いわれる「ミラーリング」（鏡映しのように動きをまね
ること）を多く取り入れ，学生たちは互いに動きを共有
し，体を共振・同期させていた。にもかかわらず，ダン
スの好嫌では有意な上昇が見られなかった。平井（2006）
27 は「ミラーリングで得られる他者との一体感や受容感
は，身体的共感の実体験である」と述べ，ミラーリング
のもつ意味を論じている。また，心理療法としてのダン
スセラピーでは，身体的共感は中心となる概念であり，
﨑山（2012）28 はその具体的技法のなかに「ミラーリン
グ」を挙げている。今回，ダンスの好嫌およびダンスの
経験の有無が結果の相違に及ぼした影響要因については，
本結果からは明確に判断できない。 
一方，ダンスの経験がある群は，コミュニケーション
スキル「表現力」および友人関係測定尺度の「自己開示・
信頼」「深い関与・関心」ともに経験がない群より有意
に高かった。ダンスの経験がある群は，自分の感情や気
持ちを言葉や表情・しぐさなどで表現することに経験を
重ねてきたことによって，抵抗なく行えるということも
影響しているかもしれない。また興味深いのは，友人関
係測定尺度の「深い関与・関心」が，ダンスが好きな群・
経験がある群ともに高くなったことである。ダンスの経
験があったりダンスが好きであったりする学生は，動き
のレパートリーも多く，多様なダンスの動きに自信をも
ち，相手に対して関心をもったり積極的にかかわったり
していったことが推測される。 
 
Ⅴ．まとめ 
今回実施したダンスの授業は，学生たちの対人関係の
意識に肯定的な変容をもたらしたことが示唆された。   
学生たちは友達と多様な身体表現を通してかかわり合
うなかで，自己を開示し自己を表現することによって他
者がそれを肯定的に受容する。そこでの受容される空間
での踊る体験が，心身を開放しより友達を深く意識し結
びつきを深めるのではないか。こういった体験が，友達
との良好な状態を維持するように心がけたりするなどの
人との関係を調整していったのではないだろうか。 
今後の課題として，統制群との比較を行っていないた
め，本研究の結果には慎重になる必要がある。また，ダ
ンスの好嫌，経験の有無等の人数の偏りが結果に影響を
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及ぼしている可能性もある。さらに，今回は影響要因の
分析を行っていないため，明確に示すことができなかっ
た。今後，こうした点を改善して検討を行う必要がある。 
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